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 首都圏を含む太平洋側の地域では，冬季に南岸低気圧の通過に伴ってしばしば降雪がも

たらされるが，ひとたび大雪となると社会的影響は極めて甚大なものになる．特に，交通へ

の影響は深刻であり，集落の孤立やサプライチェーンの断絶等にも結び付く．それ以外にも

農業温室の被害，建築物の被害，送電線への着雪による停電，樹林への冠雪被害，雪崩など，

雪氷災害の実態は多岐に渡っている．これが顕在化したのが，2014 年 2 月の大雪による関

東甲信地方での広域雪氷災害である． 

 南岸低気圧による大雪に関する先行研究は少ない．地球規模の大気循環場から総観・メソ，

雲・降水に積雪過程など，マルチスケールの要因が南岸低気圧による大雪に伴う雪氷災害に

関係しているにもかかわらず，その理解はあまり進んでいなかった．そのようななか，2014

年 2 月の大雪による広域雪氷災害を受けて，文部科学省科学研究費補助金（特別研究促進

費）「2014 年 2 月 14-16 日の関東甲信地方を中心とした広域雪氷災害に関する調査研究（研

究代表者：和泉 薫）」が実施され，現地調査等の研究がなされた．また，2014 年度日本気

象学会秋季大会では，スペシャル・セッション「南岸低気圧による大雪：その要因，実態，

予測可能性」，2015 年 8 月には気象庁気象研究所において有志による研究集会「南岸低気

圧とそれに伴う気象・雪氷災害に関する研究会」が開催され，分野横断的な議論が重ねられ

てきた．これらの成果を踏まえ，2016 年 12 月には気象庁講堂においてシンポジウム「関東

の大雪に備える」も開催され，気象学・雪氷学・雪工学の研究者に加え，気象キャスターも

交えて情報伝達についても活発な議論が行われた．さらに， 2017 年 3 月 27 日に南岸低気

圧による大雪に伴って発生した那須岳における雪崩災害について，科学研究費補助金（特別

研究促進費）「2017 年 3 月 27 日に栃木県那須町で発生した雪崩災害に関する調査研究（研

究代表者：上石勲）」が実施され，雪氷災害の実態やそれをもたらす気象場の理解も一層深

まった． 

 そこで，本気象研究ノート「南岸低気圧による大雪」では，大気循環場，南岸低気圧を含

む総観スケール環境場，メソスケール環境場，降雪雲の雲物理・降雪種，積雪物理，関連す

る気象・雪氷災害とその対策，観測・予測情報利用，予測可能性など，様々な観点から南岸

低気圧による大雪について採り上げ，最新の知見について紹介する．特に今回は気象学だけ

ではなく，雪氷学や雪工学，災害情報学などの様々な分野に身を置く研究者を執筆者として

招き，多様な雪氷災害について包括的に理解することを目的としている．そのため，本気象

研究ノート「南岸低気圧による大雪」は 3 号分冊とし，239 号「I：概観」では先行研究の

レビューや南岸低気圧による大雪に関わる基礎的な事項を紹介し，大雪の気候学的特徴や

2014 年 2 月の大雪時の雪氷災害の実態について解説する．240 号「II：マルチスケールの

要因」では，大気循環場，総観スケール，メソスケール，雲・降水過程に注目した研究につ



いて紹介する．さらに，241 号「III：雪氷災害と予測可能性」では，大雪時の積雪物理や多

岐に渡る雪氷災害の詳細，低気圧や雲・降水の予測可能性，雪氷災害の予測可能性について

の知見を紹介し，最後に今後の展望について述べる． 

本気象研究ノートの読み方として，南岸低気圧による大雪について初学者の方は，まず 239

号「I：概観」を手に取っていただくのが良いだろう．ただし，この号はレビューが主であ

るため，読者の皆様が興味を持たれた分野の最新の知見については，各レビューの中に記載

された 240 号「II：マルチスケールの要因」や 241 号「III：雪氷災害と予測可能性」の参

照先をご覧いただきたい．また，各分野の研究者や技術者の読者の皆様においては，ご自身

の関係する分野の部分のみならず，ぜひ近隣の分野の原稿にも目を通していただきたい．南

岸低気圧による大雪という現象を扱う研究分野は多く存在するため，ご自身の専門外の分

野における研究動向も知ることで，分野横断的な研究が進むことを期待している．なお，本

気象研究ノートで紹介している研究内容は発展途上のものも含んでおり，著者間で表現や

解釈の異なる箇所もあることを承知の上でご覧いただきたい． 

 本気象研究ノートが，気象学・雪氷学をはじめとする諸分野の研究者や技術者，研究を志

す学生，予報現場に身を置く予報担当者・解説者や，防災担当者など，多くの方の活動の一

助となれば幸いである．本気象研究ノートで取り扱う話題はいずれもまだ「熱く」，そして

今後も発展させていくべきものばかりであるので，意欲の高い学生の読者の皆様と，一緒に

研究を進められる未来を楽しみにしたい．また，気候・気象・雪氷・雪工学・災害情報等の

各研究分野や，情報伝達・行政等の分野の様々な関係者の協力のもと，「南岸低気圧による

大雪」という現象と上手く共生できる社会創りがなされることを願ってやまない． 

（「はじめに」より） 
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